
為替週間展望＝ドル円はもみ合いながらも上値の重い展開か

　　　　　　　　　　［３月２７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 20 日～ 3 月 24 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  131.85   133.00(22)    130.06(24)    130.39   -1.46

ユーロ・ドル  1.0675   1.0930(23)    1.0631(20)    1.0826   +0.0156

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,385.25      +51.46     日本10年債利回り   0.300   +0.050

ダウ平均株価    32,105.25     +243.27     米10年債利回り     3.427   -0.002

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２７日　日本１月景気動向指数改定値

　　　　独３月ｉｆｏ景況感指数

２８日　豪２月小売売上高

　　　　米１月住宅価格指数、米１月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米３月コンファレンスボード消費者信頼感指数

２９日　豪２月消費者物価指数

　　　　米２月中古住宅販売制約指数

３０日　独３月消費者物価指数速報値

　　　　米新規失業保険申請件数、米第４四半期ＧＤＰ確報値

３１日　日本２月有効求人倍率、日本２月雇用統計

　　　　日本２月小売業販売額、日本２月鉱工業生産指数速報値

　　　　中国３月製造業ＰＭＩ

　　　　英第４四半期ＧＤＰ確報値

　　　　スイス２月小売売上高

　　　　スイス３月ＫＯＦ先行指数

　　　　独３月雇用統計

　　　　ユーロ圏２月雇用統計、ユーロ圏３月消費者物価指数速報値

　　　　米２月個人所得・支出、米２月個人消費支出（ＰＣＥ）デフレータ

　　　　米３月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米３月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】今回の金融不安に関しては、一部の銀行の特定の問題で金融システ

ム全体に脅威を与える問題ではなく、徐々に落ち着きを取り戻すとみられる。ただ、目

先は他の金融機関の問題が顕在化する可能性もあり、ドル円はニュースや経済指標に左

右されながら方向感を探る動きになるとした。

　　　　

【ＦＲＢの利上げはあと１回か】

　３月２１～２２日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、市場予想の通り０．２

５％の利上げを決めた。政策金利の誘導目標は４．７５～５．００％となる。金融シス

テム不安の影響で、一部では政策金利を据え置くとの見方も出ていたものの、インフレ

抑制を優先した。

　　

　声明文からは「継続的な利上げが適切」との文言が削除されて、「いくらかの追加引

き締めが適切となる可能性」といったマイルドな表現となった。また、保有する米国債

とＭＢＳ（住宅ローン担保証券）を同ペースで減らし続ける意向を示すとともに、投票

は全会一致であるとした。

　　

株式会社 ミンカブ・ジ・インフォノイド

東京都千代田区九段北1-8-10



　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長は記者会見で、「安全で健全な銀行

システムを維持するためにあらゆる手段を講じる用意がある」と述べた。加えて、「少

数の銀行で深刻な問題が浮上した」「ＦＲＢ、財務省、米連邦預金保険公社（ＦＤＩ

Ｃ）は先に決定的な行動をとった」と述べた。

　　

　さらに「前回のＦＯＭＣ以降、経済指標は想定を上回る強さを見せており、経済活動

やインフレに勢いがみられる」「ＦＯＭＣ参加者は比較的緩やかな経済成長を見込んで

おり、年内の利下げを見込んでいない｝「必要があればさらに利上げする」との見解を

示した。

　　

　政策金利の見通し（いわゆるドットチャート）では、２０２３年末の政策金利見通し

を５．１２５％としており、前回（１２月）と同水準となった。２０２４年末の政策金

利は４．３７５％となった。実質国内総生産（ＧＤＰ）や個人消費支出（ＰＣＥ）など

の見通しは下記の通り。

　　

ＦＯＭＣ経済見通し　（）内は昨年１２月時点

＜実質ＧＤＰ＞

２３年　０．４％（０．５％）　　２４年　１．２％（１．６％）

２５年　１．９％（１．８％）

＜個人消費支出（ＰＣＥ）＞

２３年　３．３％（３．１％）　　２４年　２．５％（２．５％）　　

２５年　２．１％（２．１％）

＜ＰＣＥコア＞

２３年　３．６％（３．５％）　　２４年　２．６％（２．５％）　　

２５年　２．１％（２．１％）

　　

　ＦＯＭＣを受けて、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上げはあと１回との見

方が広がり、利上げの着地点が見えてきた。この結果、ＦＯＭＣ後に米長期金利は低下

しており、ドルは売られやすい展開となった。２２日にドル円は１３１円近辺まで下落

して、その後もドル円は軟調に推移して１３０円台前半まで下落を見せた。

　　

　金融システム不安に関しては、一部の銀行の特殊な事情との見方も広がっており、警

戒感はやや後退している。ＦＲＢによる利上げがあと１回との見方から、米長期金利が

上昇しにくく、ドルも伸び悩みを見せやすいとみられる。こうした中、目先は米経済指

標の動向に左右されやすい展開が見込まれる。米経済指標に振り回されつつも、利上げ

停止が視野に入ってきたことで、ドル円はもみ合いながらも上値の重い展開となりそう

だ。ドル円の目先の予想レンジは、１２８．００～１３４．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２７日に日本１月景気動向指数改定値、

２８日に米１月住宅価格指数、米１月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米３月コンフ

ァレンスボード消費者信頼感指数、２９日に米２月中古住宅販売制約指数、３０日に米

新規失業保険申請件数、米第４四半期ＧＤＰ確報値、３１日に日本２月有効求人倍率、

日本２月雇用統計、日本２月小売業販売額、日本２月鉱工業生産指数速報値、米２月個

人所得・支出、米２月個人消費支出（ＰＣＥ）デフレータ、米３月シカゴ購買部協会景

気指数、米３月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値などがある。

　　

【ユーロドルは一段と上値を追う展開か】

　２２日に欧州中央銀行（ＥＣＢ）のラガルド総裁は講演で、「インフレを２％に戻す

目標に妥協はない」「金融機関に流動性を供給する用意がある」などと述べた。ラガル

ド総裁は前回（３月１６日）のＥＣＢ理事会後の記者会見でもインフレと戦う姿勢を強

調しており、その姿勢にブレはない。

　　

　スイスの金融大手クレディスイスの経営不安はひとまず落ち着きを見せている。こう

した中、ＦＯＭＣを受けてのドル売りの影響で、２３日にユーロドルは１．０９台前半

まで上昇した。上昇が続いてきたことで上げ一服となっているものの、ユーロ圏での経

済指標は強弱まちまちながら、堅調さを見せているものもある。インフレ抑制のために

ＥＣＢの利上げ継続姿勢が見込まれることやドルの軟調さを背景にユーロドルは一段と

上値を追う展開となりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０６００～１．

１０００ドル。



　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２７日に独３月ＩＦＯ景況感指数、２８日

に豪２月小売売上高、２９日に豪２月消費者物価指数、３０日に独３月消費者物価指数

速報値、３１日に中国３月製造業ＰＭＩ、英第４四半期ＧＤＰ確報値、スイス２月小売

売上高、スイス３月ＫＯＦ先行指数、独３月雇用統計、ユーロ圏２月雇用統計、ユーロ

圏３月消費者物価指数速報値などがある。
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